
                              

ＰＥＧ・在宅医療学会 投稿規定 

 

■投稿資格■ 

 投稿原稿の筆頭著者は、本学会会員であることを原則とする。  

著者は原則 10 名以内、但し 10 名を超える場合は論文における役割分担、貢献内容など

理由を明記して提出し、これを委員長判断で可否を決定する。 

■掲載規定■ 

１．投稿論文の区分は、原著・臨床経験・症例報告・総説・活動報告・その他とする。 

２．原稿は和文または英文とし、和文と英文で要旨(250 語以内)を添付する。 

和文原稿は本文(文献含む)が 5,000～6,000 字以内を原則とする。 

図・表・写真等は 10 枚以内とする。英文原稿もこれに準ずる。 

  ただし、活動報告とその他は 4,000 字以内とする。 

３．「原著・臨床経験」は目的、方法、成績、考察の順に明瞭に記載する。 

４．図・表・写真等は、印刷にて十分に理解できるものになるよう留意する。 

５．原稿はプリントアウト 3 部(図表が明瞭であればコピーでも可)を事務局あてに書留(簡

易書留も可)送付する。 

６．原稿の採否・掲載の順位などは、レフェリーの意見を参考にし、編集委員会において決

定する。 

７．当会誌に掲載された抄録および論文の著作権は当学会に帰属する。 

 

■執筆要項■ 

１．原稿は横書きＡ４判（20×20 字）を用い、本文には必ずページ数を付すこと。 

２．原稿は原則として和文、楷書、横書、新かなづかいとし、正確に句読点をつける。 

３．論文中たびたび繰り返される用語のかわりに略語を用いる場合は、初出のときに正式の

語を用い、その際「(以下・・・と略す)」と断る。 

４．外国人名、外国の地名、対応する日本語の未だ定着しない学術用語などは原語のまま表

記する。その場合には固有名詞、ドイツ語名詞、および文頭にきた語句のみ最初の 1 字

を大文字とし、その他は小文字とすることを原則とする。薬剤名・化学物質名などは、

原則として字訳規定に基づき字訳して片カナ表記するものとするが、頻雑になると判

断される場合はこの限りではない。 

５．文献は本文中で引用されたもののみ最小限を挙げ、文献番号は本文での引用順とし、本

文中の引用箇所には必ず右肩に上付きで「1)」を付すこと。また、本誌における文献欄

の書式は下記のように統一し、邦文の場合は日本医学図書館協会編「日本医学雑誌略名

表」により、外国文献の場合は最近の Index Medicus の記載に準じ、必ずタイプする

こと。 

  〈雑誌〉著者名．題名．雑誌名  西暦発行年；巻数：頁(初～終) 

〈書籍〉著者名．題名．In：書名(編者名)．発行地；発行所名，西暦発行年：頁(初～終)           



なお、引用文献の著者名・編者名は、6 名以内の場合は全員を記し、７名以上の場合に

ははじめの 3 名を連記の上、「－ほか」あるいは「－et al」とする。文献の表題は、副

題を含めてフル・タイトルを記すこと。学会発表の抄録は（会）あるいは（abstr）と

すること。その他、書式の詳細は本誌の記載例に準ずる。 

６．原稿には表題、著者名、所属、英文表題、英文著者名、英文所属を明記する。 

７．図表にはそれぞれの番号を、写真は天地を指定の上、必ず筆頭著者名を記載しておくこ

と。 

８．図表の説明（legend）は、独立した用紙に記載し、その表記は「図または Figure」, 「表

または Table」とし、それぞれ順にアラビア数字を付すこと。 

９．原稿は必ずデータにて入稿すること。その際 Windows フォーマットの CD-R(CD-RW)

または E-Mail を用いた Ms-Word 形式、またはテキスト形式とし、プリントアウトし

たもの 3 部と投稿チェックシート(ホームページ上でダウンロード可)と共に郵送する

こと。 

10．著者校正は 1 回とし、訂正は誤植、明らかなミスにとどめ、大幅な加筆は避ける。 

 

■原稿送付先■   

〒534-0021 都島本通二郵便局留 

大阪市立総合医療センター 外科内 

ＰＥＧ・在宅医療学会 会誌担当 

TEL&FAX：06-6167-7183  

E-mail：peg-office@umin.org 

必ず書留（簡易書留も可）にてお送り下さい 

 

 

（2019 年 9 月 6 日 改訂） 


